
 

 

令和５・６・７年度 
学力向上推進拠点校指定事業 

研 究 発 表 会 

 
【研究主題】 

 
 

 

指 導 案 集 

 
学年・組 教科等 単元・題材名 

１年  組 数 学 科 比例と反比例 

１年  組 社 会 科 アフリカ州 

２年  組 
外 国 語 科 

（ 英 語 ） 
マレーシアの中学生に、日本の魅力を伝えよう！ 

２年  組 国 語 科 モアイは「地球の未来」を語っている・・・のか？ 

３年  組 社 会 科 私たちの暮らしと経済 

３年  組 保健体育科 器械体操（マット運動） 

 

 

令和７年１０月２９日（水） 

福智町立方城中学校 
 

自らの目標に向かい、 

主体的に学びを進める生徒の育成  

 ～学びを自分事にする振り返り活動の工夫を通して～ 

 



第 1学年 1組 数学科学習指導案 
指導者  早川 昌宏 

１ 単元名  「比例と反比例」 
 
２ 単元の目標 
（１）関数関係や座標の意味、比例、反比例について理解し、比例、反比例を表、式、グラフなどに表すことができる。 

                                                                             【知識及び技能】 
（２）比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、それらの変化や対応の特

徴を見いだすとともに、比例、比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。                                                                                   
【思考力、判断力、表現力等】 

（３）比例、反比例の良さを実感して粘り強く考え、比例、反比例を生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程を
振り返って評価・改善したりしようとする。                                 【学びに向かう力、人間性等】 

 
３ 単元で目指す生徒の主体的な姿 

３つの力 具体的な生徒の姿 

見通す力 
◯単元の問いを解決するために、比例、反比例について興味・関心をもち、見通しをもって問題解

決に必要な知識・技能を身につけようとしている。 

思考する力 
◯比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフなどを相互に関連付けて調

べ、目的に応じて適切に選択し考察しようとしている。 

つなげる力 
◯比例、反比例を生活や学習に生かそうとしたり、問題解決の過程を振り返って評価・改善したり

しようとしている。 

 
４ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇 関数関係や座標の意味、比例、

反比例について理解し、比例、

反比例を表、式、グラフなどに表

すことができる。 

〇 比例、反比例として捉えられる２

つの数量について、表、式、グラフ

などを用いて調べ、それらの変化

や対応の特徴を見いだすととも

に、比例、反比例を用いて具体的

な事象を捉え考察し表現すること

ができる。 

〇 比例、反比例の良さを実感して

粘り強く考え、比例、反比例を生

活や学習に生かそうとしたり、問

題解決の過程を振り返って評価

改善したりしようとしている。 

 
５ 単元計画 

段

階 
順 主な学習活動 教師の手立て 評価規準 

振り返り 

の視点 

導 

 

入 

１ 

・単元末の問題と出会 

い、小学校の比例の

学習を振り返ること

で、解決に向けた単元

の見通しをもつ。 

〇「シュレッダーで裁断された紙が

入ったごみ袋がコピー用紙でおよ

そ何枚分になるか」についての理

解を促すために、スライドを用いて

視覚的に提示する。 

■２つの数量関係につい

て、比例の関係である

ことを理解している。   

【知・技】 

A・C 

２ 

・ともなって変わる２ 

つの数量の関係につ 

いて考える。 

〇変数のとる値の範囲を不等号を用

いて表すことができるように、数直

線と関連付ける。 

 

■関数や変域の意味と

表し方を理解し、変域

を不等号で表すことが

できる。   【知・技】 

A・C 



3 

・２つの数量の間に関 

数の関係があるかど 

うかを調べる。 

〇関数の定義を正しく理解できるよ

うに、関数ではないものを示して

対比する活動を行う。 

■２つの数量の間に関

数の関係があるかどう

かを判断することがで

きる。   【思・判・表】 

A・C 

４ 

・小学校で学んだ比例 

と反比例を見直し、関 

数として捉え直す。 

〇小学校での比例の定義（□が２

倍、３倍、…になると、△も２倍、３

倍，…になる）を確認し、中学校で

は比例を関数として捉え直し、式

で定義することを確認する。 

★比例と反比例の意味

を理解し、比例と反比

例の関係を式に表す

ことができる。 

【知・技】 

A・B・Ｃ 

展 

開 

5 

・変域や比例定数を負 

の数に広げたときの 

比例の性質を調べる。 

〇表を用いて調べるという方法を生

徒から引き出すために、y=5xや

y=-3xの性質を調べる際に、「ど

のように調べたらよいだろうか」と

問う。 

★yが xに比例すると

き、1組の x，yの値か

ら，yを xの式で表す

ことができる。  【知・

技】 

A・C 

６ 

・比例のグラフの特徴 

を調べる。 

〇点の集合がグラフになることを視

覚的に理解できるようにするため

に、関数のグラフをかく際に、「表

をつくる」という発言を生徒から引

き出し、電子黒板を用いて確認す

る。 

■座標の意味や点の位

置の表し方を理解し、

点の座標を求めたり、

座標を平面上の点で

表したりすることがで

きる。     【知・技】 

A・B・Ｃ 

７ 

・比例の x，yの値の変 

化の特徴を表やグラ

フをもとに調べる。 

〇増減やグラフの特徴についてまと

めるために、y=2x と y=-2xの

変化の特徴について、表やグラフ

のどこを見て判断したのかを明確

にして考える活動を行う。 

★比例のグラフの特徴を

もとに、グラフをかくこ

とができる。【知・技】 A・C 

８ 

・比例の表やグラフか 

ら式を求める。 

〇様々な求め方を考えるように、「比

例の式を求めるには何がわかれ

ばよいか」や「比例定数は表やグ

ラフからどのようにして求められる

か」と問う。 

★比例の表、式、グラフを

関連づけて理解し、比

例のグラフから式を求

めることができる。 

【知・技】 

A・C 

9 

・反比例のグラフをか 

いて、その特徴を調べ 

る。 

〇小学校での反比例のグラフは x

の値が正の数しかかいていない

ため、範囲を負の数まで広げて、

グラフの特徴をまとめるために、グ

ラフの形に関する生徒のつぶやき

を拾ってまとめる。 

■反比例のグラフの特

徴を理解することがで

きる。      【知・技】 
A・B・Ｃ 



10 

・反比例の表やグラフ 

から式を求める。 

〇反比例の式を捉えやすくするため

に、比例の場合と同様に、比例定

数が表、式、グラフのどこに表れる

のかを考えるように促す。 

★反比例の表やグラフ

から式を求めることが

できる。    【知・技】 
A・C 

終 

末 

   

（
本
時
） 

・比例、反比例を利用し

て問題を解決する。

（コピー用紙の枚数と

重さの関係） 

〇表、式、グラフのいずれかを用いて

問題を解決できるようにワークシ

ートを工夫し、求め方を交流するこ

とで様々な考え方があることを理

解できるようにする。 

★２つの数量の関係を

表、グラフを用いて表

し、問題を解決する方

法を説明することがで

きる。   【思・判・表】 

A・B・Ｃ 

12 

・比例、反比例を利用し 

て問題を解決する。

（車いすマラソンの時

間と距離の関係） 

〇表、式、グラフのいずれかを用いて

問題を解決できるようにワークシ

ートを工夫し、求め方を交流するこ

とで様々な考え方があることを理

解できるようにする。 

★反比例の表やグラフ

から式を求めることが

できる。    【知・技】 A・B・Ｃ 

13 

・比例、反比例を利用し 

て問題を解決する。

（電子レンジの出力と

温める時間の関係） 

〇表、式、グラフのいずれかを用いて

問題を解決できるようにワークシ

ートを工夫し、求め方を交流するこ

とで様々な考え方があることを理

解できるようにする。 

★２つの数量の関係を

表、グラフを用いて表

し、問題を解決する方

法を説明することがで

きる。   【思・判・表】 

A・B・Ｃ 

14 

・単元末問題を解き、学 

習内容の定着状況を 

確認する。 

〇定着が不十分な内容については、

全体で確認しながら単元のまとめ

を行う。 

★関数関係や座標の意

味、比例、反比例につ

いて理解し、比例、反

比例を表、式、グラフな

どに表すことができる。  

 【知・技】 

A・B・Ｃ 

※評価規準の■は指導に生かす評価、★は記録に残す評価の規準を示す。 
 
６ 本時  令和７年１０月２９日（水）５校時 １年１組教室 
（１）主眼 
コピー用紙の枚数とその重さの関係について自分の考えと他者の考えを比較する活動を通して、「シュレッダーの
ごみがコピー用紙何枚分になるか」という問題解決の方法を表、式、グラフをもとに説明することができるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 

 



（２)展開  

 学習活動 指導上の手立て・配慮事項・評価 
形

態 

配

時 

導

入 

１ 既習内容を振り返る。 

 
２ 本時問題からめあてをもつ。 
【問題】シュレッダーで裁断された紙が入ったご
み袋で、紙の量はＡ４のコピー用紙でおよそ何
枚分になるでしょう。 
ただし、裁断された紙が入ったごみ袋の重さは
3600gでした。 
コピー用紙の枚数 0 100  200   300   400 

コピー用紙の重さ 0  401 798  1202  1597 

 
 

○ すべての生徒が本時課題の解決に向かうこ
とができるように、本時で活用する知識及び
技能をテスト形式で振り返る。 

 
○ 主体的に取り組むことができるように、本時
のめあてを生徒の言葉で設定する。 

個      

全
体 

10 

展

開 

３ 問題を解決する。 
（１）問題解決の見通しをもつ。 

 
（２）個人で考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）他者と交流する。 
 
 
 
（４）全体で共有する。 

 
３ 評価問題を解く。 
 
 

〈見通しを持つ〉 
・コピー用紙の重さは、コピー用紙の

枚数に比例しそうだ。 
・表、式、グラフを使ったら解決できそう。 

〈互いの考えを比較する〉 
・グラフで求めたけど、式で求めるな
らこうやって求めたらいいのか。 

 
○ 個人での思考につなげることができるよう
に、問題解決に向けた見通しを確認する。 
 

 
 
 
○ 自分の考えをつくる際に、どの方法で考えて
いるかを明確にするために、方法ごとに色分
けして提示する。 

○ 自分の考えをもてない生徒が活用を選択で
きるように、ヒントシートを学習支援ソフトで
共有する。 

 
 
 
 
 
 
 
○ 自分の考えを付加、修正、強化するために、
自分の判断で他者と交流してもよい場面を
設定する。 
 

○ 他者の考えを参照して自分の考えを付加、
修正、強化できるように、学習支援ソフト上で
他者の考えを閲覧する場面を設定する。 

 
○ 自分の理解度を確認できるように、評価問
題を行う。 

★ （思・判・表）集まったペットボトルキャップが
およそ何個あるかを解決する方法を、表、式、
グラフをもとに説明することができる。 [評価
問題プリント] 

 
全
体 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
体 

 
5 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 

5 
 
 
 

5 

終

末 

４ 本時をまとめ、振り返りをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 自分の学びを自覚することができるように、３
つの視点から選択して学びを振り返る。 

全
体
・個 

 5 

めあて： シュレッダーのごみ袋の紙がコピー用紙およそ何枚分になるかを調べて説明しよう。 

まとめ： ２つの数量の関係を比例とみなして、表、式、グラフを用いると、コピー用紙およそ何枚

分になるかを求めることができる。 

【期待する振り返り】 
視点 A 比例の表、式、グラフを使って、まだわかっていない量を求めることができた。 
視点 B 表から求める方法しか考えていなかったけど、式やグラフも使えることがわかった。 
視点 C 身の回りにある比例、反比例をもっと調べてみたい、他の問題も考えてみたい。 

【表】 

表から割合（比例定数）を求め 

ると、およそ 4 である。 

よって，重さが 3600g になる 

枚数を計算すると、 

3600÷4＝900  

        (答)約 900 枚 

【式】 

比例の式は、y=4x となる。 

この式に y=3600 を代入して 

ｘの値を求めると、 

 3600=4x 

      x=900 

     (答)約 900 枚 

【グラフ】 

直線（比例）のグラフをかいて、 

y 座標が 3600 のときの x 座標 

を読むと、900 である。 

 



第１学年２組 社会科学習指導案 
指導者  野村 純平 

１ 単元名 「アフリカ州」 
 
２ 単元の目標 
（１）アフリカ州に暮らす人々の生活をもとに、アフリカ州の地域的特色を大観し、とらえることができる。 
                                                                                 【知識及び技能】 
（２）アフリカ州において、地域でみられる地球的課題の要因や影響を、州という地域の広がりや地域内の結びつきな

どに着目して、それらの地域的特色と関連づけて多面的・多角的に考察し、表現することができる。 
                                                                       【思考力、判断力、表現力等】 
（３）アフリカ州の歴史的な経緯に着目しながら、アフリカ州が抱える課題やその解決に向けて主体的に追究しようとし 

ている。 
【学びに向かう力、人間性等】 

 
３ 単元で目指す生徒の主体的な姿 

３つの力 具体的な生徒の姿 

見通す力 
〇アフリカ州の抱える課題について、自然環境や産業構造、歴史的背景などからとらえようとし

ている。 

思考する力 
〇アフリカ州の歴史的経緯に着目した上で、アフリカ州の抱える課題の解決に必要なことについ

て考察し、まとめようとしている。 

つなげる力 
〇アフリカ州で見られる地球的課題の要因や影響をふまえた上で、課題解決の在り方について

追究しようとしている。 

 
４ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇アフリカ州の人々の生活や産業の

特色を理解し、アフリカ諸国とヨー

ロッパ諸国との文化や経済的な

関係を、資料を用いながら歴史的

背景をふまえてとらえている。 

〇アフリカ州で見られる地球的課

題の要因や影響をもとに、その

解決に向けた取組について、

SDGs と関連付けて多面的・多

角的に考察し、表現している。 

〇ヨーロッパ諸国との関係やモノカ

ルチャー経済に着目しながら、ア

フリカ州の地域的特色への関心

を高め、課題の解決に向けて主

体的に追究しようとしている。 

 
５ 単元計画 

段

階 
順 主な学習活動 教師の手立て 評価規準 

振り返り 

の視点 

導 

 

入 

１ 

・アフリカ州の自然環

境の特徴を、植生

や人々の暮らしと

関連させてとらえ

る。 

〇これまでの学習との関連をもつことが

できるように、歴史的分野でのエジプ

ト文明などの内容を想起する場面を

設定する。 

■アフリカ州の自然環境

や代表的な国家につ

いて地図を使ってとら

えることができる。 

【知・技】 

A・C 

展   

 

開 

２ 

・アフリカ州の歴史と、

現在の産業の特色

についてその結び

つきを考察する。 

〇次時の学習とのつながりをもつことが

できるように、アフリカの国々の輸出

品の特徴について資料を提示し、そ

の問題点について意見を出す場面を

設定する。 

■アフリカ州の産業の発

展や特色について、か

つて植民地として支配

していた国との結びつ

きと関連づけて説明す

ることができる。 

【思・判・表】 

B 



展 

  

開 

３
（
本
時
） 

（
本
時
） 

・アフリカ州の発展の

ために必要な支援

について、様々な視

点から考察する。 

〇自身の生活との結びつきに気づくこと

ができるように、カカオ豆の国際価格

の変動を示した図を提示する。 

★アフリカ州の発展のた

めに必要な支援につ

いて、多面的・多角的

に考察することができ

る。 

【思・判・表】 

B・C 

終 

  

末 

４ 

・アフリカ州の学習を

振り返り、持続可能

な開発目標に対し

て、どのような取り

組みができるかを

考える。 

〇日本にはどのような支援ができるか

をまとめことができるように、課題と取

り組みの紹介だけで終わらないよう

助言する。 

★アフリカ州でみられる

課題を適切にとらえ、

日本を含む国際社会

にできることや、個人と

してできることについ

て考察しようとしてい

る。           【主】 

Ａ 

※評価規準の■は指導に生かす評価、★は記録に残す評価の規準を示す。 
６ 本時  令和７年 10月 29日（水）５校時 １年２組教室 
 
（１）主眼 
モノカルチャー経済の問題点について、資料を関連付けながら考察する活動を通して、アフリカ州の国々の発展に必

要な取り組みについて説明することができるようにする。 
 
（２)展開  

 学習活動 指導上の手立て・配慮事項・評価 
形

態 

配

時 

導

入 

１ 既習事項についてフラッシュカードを用いて

復習する。（帯活動）  

 
 
２ ふりかえりで出た意見をもとに、めあてを考
える。 

 〈興味や関心を高める〉 
・特定のものの輸出に頼ることは
何が問題なのか。 
 

 

〇基礎的な知識を定着しやすくするために、フラッシ
ュカードをクイズ式にしてプレゼンテーションソフト
で提示する。 

 

〇学習活動に対する興味・関心を高めるために、前
時の振り返りを活用する。 

全
体 
 
 
全
体 

3 
 
 
 
5 

展

開 

 
 
 
３ サハラ以南のアフリカの国々の貧困率と輸
出品目についてまとめる。 

 
 
４ モノカルチャー経済の問題点について考察
する。 

 
（１）個人で問題点について考察する。 
 
 
 
 
（２）グループで交流し、問題点を簡潔にまとめ

る。 
 
           

 
 
 
〇モノカルチャー経済と貧困の結びつきについてと
らえやすくするために、北アフリカの貧困率と比較
できる資料を提示する。 

 
 
 
 
〇モノカルチャー経済の問題点についてとらえやす
くするために、カカオ豆の国際価格の変動に関す
る資料を提示する。 

 
 
〇より具体的に問題点についてとらえやすくするた
めに、簡潔にまとめさせ、タブレット端末を使用し
て全体交流ができるようにする。 

 

 
 
 
全
体 
 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
班 
 
 
 

 
 
 
７ 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 
8 
 
 
 

めあて：アフリカの国々が発展するために必要な支援のあり方について考えよう。 



 
〈共に考えを創り上げる〉 

          ・国際価格の変動が激しいため、
収入が安定しない。 
・作物が病気などになったらいっき
に収入がなくなってしまう。 

 
 
５ 全体で交流する。 
 
 
 
６ アフリカ州の国々への実際の支援をふまえ、
支援の際に大切なことは何かを考える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
〇他の意見をもとに自分の考えを再構築することが
できるように、共有アプリを利用して意見を視覚
的にとらえられるようにする。 

 
★ （思・判・表）アフリカ州の発展のために必要な
支援について、多面的・多角的に考察することが
できる。〔ワークシート〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
全
体 
 
個 

 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
5 

終

末 

７ まとめを行う。 
 
 
 
 
 
 
８ 振り返りを行う。 
 

〈振り返って次へつなげる〉 
・様々な支援方法が考えられるが、
様々な視点からその支援が適切
か考えられるようになりたい。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
 
〇本時で学んだ内容とこれまでの学習内容につい
て関連性をもつことができるように、単元を貫く
問いについて確認する。 

全
体 
 
 
 
 
 
全
体 

５ 
 
 
 
 
 
 
５ 

 

まとめ：支援のために必要なことは、物資を支給するだけでなく、自立できる環境を整えることが

大切である。 

【期待する振り返り】 
視点 B 貧困問題を解決するには、様々な視点から支援について考えるようにしないといけない

と思った。 
視点 C アフリカの貧困問題解決について考えていくときにも、様々な立場からその支援が適切

か考えていきたい。 



第２学年１組 外国語（英語）科学習指導案 
授業者  竹浪 奈央 

 
１ 単元名 「マレーシアの中学生に日本の魅力を伝えよう！」 
 
２ 単元の目標 
（１）比較表現の基本的な用法を理解し、日本の魅力（おすすめの場所）について比較表現を含む簡単な語句や文を

用いて表現する技能を身に付けることができる。                                      【知識及び技能】 
 
（２）マレーシアの中学生に、日本の魅力（おすすめの場所）についての説明および自分の考えなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて、まとまりのある内容で表現することができる。              【思考力、判断力、表現力等】 
 
（３）マレーシアの生徒に対して、日本の魅力（日本のおすすめの場所）についての説明と自分の考えなどを整理し、

簡単な語句や文を用いて、まとまりのある内容で表現する。                  【学びに向かう力、人間性等】 
 
３ 単元で目指す生徒の主体的な姿 

３つの力 具体的な生徒の姿 

見通す力 
自分の課題を自覚し、単元の学習において身に付けるべき知識・技能や、発表を行う上で必要な

視点（目的・場面・状況）を整理し、学習の見通しをもつ。 

思考する力 
日本のおすすめの場所を発表するうえで、聞き手により伝わりやすくなるように、発表の展開や構

成を考え、自身に合った学習内容や方法を選択・調整しようとする。 

つなげる力 
日本のおすすめの場所を発表するために、学習の見通しを立てたり振り返ったりし、自分自身の

課題を自覚して学習を調整しようとする。 

 
４ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇比較表現の基本的な用法を理解

し、日本のおすすめの場所につい

て比較表現を含む簡単な語句や

文を用いて表現している。 

〇日本のおすすめの場所について

の説明や自分の考えなどを整理

し、具体的に伝わりやすい表現を

用いて、まとまりのある内容で表

現している。 

〇マレーシアの生徒に対して、日本

のおすすめの場所についての説

明と自分の考えなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて、まとまり

のある内容で表現しようとしてい

る。 

 
５ 単元計画 
段

階 
順 主な学習活動 教師の手立て 評価規準 

振り返り 

の視点 

導 

 

入 

１ 

・マレーシアのメッセ

ージビデオを視聴

し、単元課題をつ

かむ。 

・ALT のモデル発表

を視聴する。 

・発表するテーマを決

め、アイデアチャー

トを作成する。 

〇単元のゴール像をつかむために、

ALT のモデル発表動画を視聴し、学習

の見通しを持つ場を設定する。 

 

 

〇生徒が学習の見通しを立てることが

できるよう、ルーブリックを提示する。 

■紹介ビデオやモデル発

表を視聴し、内容を聞き

取ろうとしている。自身

の発表のアイデアを練

り、学習の見通しを立て

ている。         【主】 

C 

展 

 

開 

２ 

・比較表現を学習す

る。 

・学んだ表現を用いて

〇比較級を活用できるように、パターン

プラクティスや会話練習を行う。 

〇発表の聞き手を意識するために、日

■比較表現の基本的な用

法を理解し、簡単な語

句や文を用いて人や物

Ａ 



アイデアチャートに

英文を記入する。 

（予想される生徒の記述） 

Mt. Aso is lower than 

Mt. Kinabalu. 

本のものと何を比較するのかを考え、

英文を書く場を設定する。 

〇英語が苦手な生徒も英文を書くこと

ができるように、生徒の英文を数個

紹介する。 

を説明している。 

【知・技】 

３ 

・最上級を学習する。 

・学んだ表現を用いて

アイデアチャートに

英文を記入する。 

（予想される生徒の記述） 

Mt. Aso is the most 

famous active 

volcano in Japan. 

〇最上級を活用できるように、パターン

プラクティスや会話練習を行う。 

〇英語が苦手な生徒も英文を書くこと

ができるように、生徒の英文を数個

紹介する。 

■比較表現の基本的な用

法を理解し、簡単な語

句や文を用いて人や物

を説明している。 

【知・技】 

A 

４ 

・as 原級 as を学習

する。 

・学んだ表現を用いて

アイデアチャートに

英文を記入する。 

（予想される生徒の記述） 

Mt. Aso is as 

beautiful as Mt. 

Kinabalu. 

〇as 原級 as を活用できるように、パ

ターンプラクティスや会話練習を設定

する。 

 

■比較表現の基本的な用

法を理解し、日本の魅

力について比較表現を

含む簡単な語句や文を

用いて表現している。 

       【知・技】 

A 

5 

・既習表現を用い、発

表原稿を作成する。 

・発表ビデオを録画す

る。 

〇発表原稿を作成するために、アイデア

チャートを活用する場面を設定する。 

〇より伝わりやすい発表のために内容

や発表方法の改善が必要なことを自

覚できるように、ビデオ撮影後に、ル

ーブリックを再提示する。 

■既習表現を活用し、４

文以上英文を書いてい

る。 

    【思・判・表】 
B・C 

６ 

・伝わりやすい発表の

構成や聞き手意識

のある発表のポイ

ントをつかむ。 

・自身の原稿に加筆・

修正を加える。 

〇相手意識を持った発表の重要性を伝

えるために、ルーブリックを提示し、発

表の「聞き手」や「目的」を再確認す

る。 

〇伝わりやすい構成や聞き手意識のあ

る発表にするために、Program６の

本文や p.30, p.86 を参照する場を

設定する。 

■より伝わりやすい表現

を選択して原稿に加筆

・修正している。 

【思・判・表】 
B 

７ 

・伝わりやすい発表技

能のポイントをつか

む。 

・スライドを作成する。 

・発表ビデオを撮影す

る。 

〇自身の発表に活かせるように、教科

書や ALT の音声から、強勢・イントネ

ーション、間の取り方のポイントを伝え

る。 

〇個に適した発音練習を行うために、

ICTの使用を促す。 

〇スライドはあくまで聞き手に向けた支

■より伝わりやすい発表

にするための方法を学

び、改善を行っている。 

【思・判・表】 B 



援ツールであることを意識させるため

に、画像やキーワードを用いるよう促

す。 

８
（
本
時
） 

・発表ビデオや自己

評価、ふり返りを参

照し、自身の課題を

確認する。 

・自身の課題に合っ

た学習方法を選択

し、加筆・修正及び

練習を行う。 

・発表ビデオを撮影す

る。 

〇活動の目標を明確にするために、
ALTのモデル発表・ルーブリックを再
提示する。 

 
〇目的をもって練習相手・練習方法を
自己選択できるように、クラスの単元
シートや発表原稿を参照する時間を
設定する。 

 
〇加筆・修正ができるように、学習支援
ソフトの資料箱や提出箱から ALTの
モデル動画やモデル原稿、他生徒の
発表原稿を参照できるようにする。 

 

★ルーブリックの評価基準

に合わせて、より伝わり

やすい表現で日本の魅

力について発表してい

る。 

【思・判・表】 

 

Ｂ 

終 

 

末 

９ 

・マレーシアの中学生

とのオンライン交流

にて、日本の魅力に

ついて発表・やりとり

を行う。 

〇発表の聞き手や、やりとりの相手を意

識して交流を行う場を設定する。 

 

★マレーシアの生徒に対

して、日本の魅力につ

いてまとまりのある内

容で発表し、日本の魅

力を伝えようとしてい

る。 

           【主】 

A・C 

※評価規準の■は指導に生かす評価、★は記録に残す評価の規準を示す。 
 

６ 本時  令和７年１０月２９日（水）５校時 ２年１組教室 
 
（１）主眼 
コミュニケーションの目的・場面・状況に着目し、自己選択した活動を通して、より伝わりやすい発表ができるように

する。 
 
（２)展開  

 学習活動 指導上の手立て・配慮事項・評価 
形

態 

配

時 

導

入 

１ 本時の学習課題をつかむ。 

（１）口頭練習・スピーキング活動を行う。 
（帯活動） 

（２）発表ビデオ・単元シートから自身の課題
をする。 

 
 
（３）本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 

〈自分と結びつける〉 
・正しく発音できているのか   
な？ 
・もっと詳しい説明をしたほう 
 がいい。 

・自分の意見を書けていないな。 

〇既習事項の定着を図るために、口頭練習及びやりと
りの帯活動を設定する。 

〇本単元の課題及び目的・場面・状況を確認するため
に、ルーブリックを提示する。 
・目的：相手におすすめスポットの具体的なイメージを持って

もらい、「行ってみたい！」と思ってもらう。 

・場面：マレーシアの中学生とのオンライン交流 

・状況：日本のことをあまり知らないマレーシアの中学生から

のリクエストに答える。 

〇本時の活動を想起するために、前時で撮影した発表
ビデオや発表原稿を振り返る場を設定する。 

〇自分の課題を明確にするために、モデルやルーブリッ
クと自分の発表を比較して考える場を設定する。 

〇自分の発表の課題に対する生徒の気づきを基に、教
師と生徒との対話を通して、めあてを設定する。 

ペ
ア 
 
 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
体 

１０ 

めあて：   「おすすめスポット」をより伝わりやすく表現できるようになろう。 

 



展

開 

２ より伝わりやすい表現にするために、自身 
の課題に合った学習に取り組む。 
内容を深め
る 

ペア発表＋質問 
モデルや他の原稿の参
照 

発表技能を
高める 

発音チェック（ICT） 
ペア発表→フィードバック 

 
 
【予想される生徒の発表】 
 
 
 
 
 
 
 
【予想される聞き手生徒の質問】 
 
 
 
３ 発表ビデオを撮影する。 
【加筆・修正後の生徒の発表原稿】 
 
 
 
 
 

〇目的をもって練習相手・練習方法を自己選択できる
ように、単元シートや発表原稿を参照する時間を設定
する。 

〇より伝わりやすい表現にするために、学習支援ソフト
の資料箱や提出箱から、ALTのモデル動画やモデル
原稿、他生徒の発表原稿を参照できるようにする。 

〇ミニ発表を行う生徒がスムーズに会話ができるよう
に、会話練習用のワークシートを活用するよう促す。 

〇活動を円滑に行うことができるように、中間指導を必
要に応じて行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇生徒自身が、本時の活動の成果を客観的に確認でき
るように、発表ビデオを撮影する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
★（思・判・表）ルーブリックの評価基準に合わせて、よ
り伝わりやすい表現で日本の魅力について発表して
いる。〔発表ビデオ、発表原稿〕 

個 
・
ペ
ア 
・
グ
ル
ｌ
プ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ペ
ア
↓ 
個 

２５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 

終

末 

４ 本時の学習をまとめる。 
（１）本時の振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
（２）まとめにつなげるために、本時に変容の
見られた生徒のビデオを視聴する。 

 
 
 
 
 
 
 

〇本時の活動で自分の変容を確認するために、視点 B

について振り返りの場を設定する。 

 

 

 

 

 

〇学習したことを整理するために、本時のめあてからど

のような改善ができたのか振り返りながら、生徒の言

葉でまとめる場を設定する。 

 

 

〇本時の学びを次時につなげるために、オンライン交流

当日も目的・場面・状況に着目して発表ややりとりを行

うように伝える。 

個 
↓
全
体 

８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

まとめ： 発表の場面・目的・状況に着目し、発表を改善することで、より伝わりやすい発表をすることができる。 

【期待する振り返り】 
視点 B 友達からの質問に答えて、カルデラの大きさを説明する文付け加えることができた。 

友達からの質問に答えて、具体的な牛の数を付け加えることができた。 
友達からの質問に答えて、自分の意見を付け加えることができた。 
アンジェリカ先生の発表を参考に、まとめの文を書くことができた。 
タブレットで正しい発音の練習をすることができた。 

If you like nature, I recommend visiting Mt. Aso. It is one of the most famous active 
volcanos in Japan. You can see the crater at the top. It is not as high as Mt. 
Kinabalu in Malaysia, but it has one of the largest calderas in the world. 
You can also meet many animals there. There are more than 19,000 cows! You can 
taste ice cream made from fresh cow’s milk. I think it is more delicious than the 
ordinary ice cream. Please come and enjoy its wonderful nature! 

If you like nature, I recommend visiting Mt. Aso. 
It is one of the most famous active volcanos in Japan. You can see the crater at 

the top. It is not as high as Mt. Kinabalu in Malaysia, but it has calderas. 
You can meet many animals there. There are a lot of cows. You can eat delicious 

ice cream made from fresh cow’s milk there. 

How big are calderas on Mt. Aso? 
How is ice cream? / How many cows are there? 



第２学年２組 国語科学習指導案 
指導者  後藤 健太 

 

１ 単元名 「モアイは「地球の未来」を語っている…のか？」 

教材名 「モアイは語る―地球の未来」安田善憲著 

 

２ 単元の目標 

（１）意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。          【知識及び技能】 

（２）観点を明確にして文章を比較するなどし、文章の構成や論理の展開について考えることができる。 

                                                                      【思考力、判断力、表現力等】 

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え 

合おうとすることができる。                                            【学びに向かう力、人間性等】 

 

３ 単元で目指す生徒の主体的な姿 

３つの力 具体的な生徒の姿 

見通す力 
◯「本当にモアイは地球の未来を語っているのか？」について考えるために必要な意見と根拠を

本文から読み取ろうとしている。 

思考する力 
◯意見と根拠の関係や理由付けが適切かどうかについて議論し、それらをもとに、「本当にモアイ

は地球の未来を語っているのか？」について、自分の考えを書こうとしている。 

つなげる力 
◯「モアイは地球の未来を語っている…のか？」について自分の考えまとめるために、各時間で学

んだことから、筆者の意見に対する「納得度」とその理由を、振り返りとともにまとめている。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇意見と根拠、具体と抽象など情報

と情報との関係について理解して

いる。 

〇「読むこと」において、観点を明

確にして文章を比較するなどし、

文章の構成や論理の展開、表

現の効果について考えている。 

〇論理の展開について粘り強く吟

味し、学習の見通しをもって「本

当にモアイは地球の未来を語っ

ているのか」について自分の考え

をまとめようとしている。 

 

５ 単元計画 

段

階 
順 主な学習活動 教師の手立て 評価規準 

振り返り 

の視点 

導 

 

入 

１ 

・これまでの学習を振

り返り、用意された

記事の信ぴょう性に

ついて考える。 

〇「情報をうのみにせず、考えること」の必

要性を感じられるように、信ぴょう性に差

をつけたいくつかの記事を示し、その信

ぴょう性について考える場を設定する。 

■信ぴょう性のある意

見に必要な要素を理

解している。 

【知・技】 

A・C 

２ 

・「モアイは語る―地

球の未来」を読み、

学習計画を立てる。 

〇主体的な学びにつながるように、「モアイ

は語る―地球の未来」という教材のタイ

トルから、【本当にモアイは地球の未来を

語っているのか】について考えるという単

■単元のゴールを見通

し、学習計画を考え

ようとしている。【主】 
A・C 



元課題とその解決のための学習計画を

立てる活動を設定する。 

展 

 

開 

3 

・本文の内容を理解

する。 

 

〇【本当にモアイは地球の未来を語ってい

るのか】を考えるために、筆者の意見

（主張）を読み取るように促す。 

〇根拠と理由づけの必要性に気が付くた

めに、筆者の意見の「納得度」とその理

由を考える。（4～６の授業においても振

り返りの場面で行う） 

■筆者の意見（主張）

を本文から読み取る

ことができる。 

【知・技】 Ａ 

４ 

・筆者の意見の根拠

を整理する。 

〇問いと答え、その根拠の関係性が分かり

やすくなるように、まとめるための表を用

意する。 

★筆者が示す問い・答

え・根拠を表にまとめ

ることができる。 

【知・技】 

Ａ 

５ 

・筆者が考える地球と

イースター島の共通

点を読み取る。 

〇筆者の意見とその根拠を結ぶ「理由づ

け」について考えるために、筆者が示す

イースター島と地球の共通点を読み取る

ように促す。 

■筆者が示すイースタ

ー島と地球の共通点

を読み取ることがで

きる。  【思・判・表】 

B・Ｃ 

 

６
（
本
時
） 

・筆者の論理の展開

を吟味する。 

〇論理の展開を吟味するために、「筆者の

意見とその根拠を結ぶ「理由づけ」に無

理はないのか」という問いを示し、それを

もとに、最終的な筆者の意見の「納得

度」とその理由を書くように促す。 

★筆者の論理の展開

について考え、「理由

づけ」が適切かどう

か自分の考えを書く

ことができる。  

【思・判・表】 

B・Ｃ 

 ７ 

・【本当にモアイは地

球の未来を語ってい

るのか】に対する自

分の考えを書く。 

〇意見と根拠、理由づけについて吟味した

ことがより明確になるように、【本当にモア

イは地球の未来を語っているのか】につい

て自分の考えを書く場を設定する。 

■これまでの学習をも

とに、【本当にモアイ

は地球の未来を語っ

ているのか】を書こう

としている。   【主】 

Ｂ・Ｃ 

終 

 

末 

８ 

・書き上げた【本当に

モアイは地球の未来

を語っているのか】

を読みあい、学習の

まとめをする。 

〇本文から読み取った内容を用いて意見

をまとめることができたかを考えるため

に、【本当にモアイは地球の未来を語っ

ているのか】を読みあう活動を行う。 

〇学びを自分事とするために、単元全体を

通しての振り返りを行わせる。 

■単元の学習を通して

学んだことを振り返

りに具体的に記述し

ている。      【主】 
Ｃ 

※評価規準の■は指導に生かす評価、★は記録に残す評価の規準を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 本時  令和７年 10月 29日（水）５校時 ２年２組教室 

（１）主眼 

 「筆者の意見とその根拠を結ぶ「理由づけ」に無理はないのか」という問いについて、思考ツールをつかってまとめ

たり、友だちと議論したりする活動を通して、筆者の論理の展開について吟味することができるようにする。 

（２)展開  

 学習活動 指導上の手立て・配慮事項・評価 
形

態 
配時 

導

入 

１ 説得力のある文章に必要な要素を確認する。 

（帯活動） 

２ 本時の課題を知り、めあてを考える。 
 

〈見通しを持つ〉 
・根拠から言えることと筆者の主張が
つながっているのかを考えることで、 
理由づけが適切か考えられそうだ。 

 

〇文章の説得力を考える際に必要な観点（意見、
根拠、理由づけ）を意識させるために、スライドを
用いて全体で確認する。 
〇本時までの学習を想起するために、生徒が書い
た納得度や振り返りを提示する。 
〇論理の展開を吟味するために、「筆者の意見とそ
の根拠を結ぶ「理由づけ」に無理はないのか」と
いう問いを示す。 

全
体 

２ 
 
 
８ 

展

開 

３ 筆者の論理の展開を吟味する。 
（１）「筆者の意見とその根拠を結ぶ「理由づけ」
に無理はないのか」について個人で考えを
書く。 

（２）自分が考えた方法（個人で追求、友だちと
交流など）で、考えを練り上げる。 

【予想される生徒の反応】 
・筆者の理由づけには、無理があると思う。なぜな
ら、地球全体の環境とイースター島の環境は必
ずしも一緒ではないと思うからだ。 
・地球もイースター島と同じように森林が重要な
役割をしており、それを使い果たしたときに滅亡
するという考えは納得いくので、理由づけに無理
はないと思う。 

〈自分の考えを形成する〉 
・友だちが書いている意見を参考に  
 して自分の考えを膨らませよう。 

・自分と違う考えの人を納得させるには、もう
少し深く考える必要があるな。 

 
〇意見、根拠、理由づけの関係性を想起するため
に、思考ツールを提示する。 

 
〇「筆者の意見とその根拠を結ぶ「理由づけ」に無
理はないのか」について考えをまとめやすくする
ために、【筆者の理由づけには無理がある（無理
はない）と思う。なぜなら～からだ。】という書き方
のフォーマットを示す。 
※まとめ方はこの形式にこだわらない。意見と根拠
の結びつきや具体的な根拠を挙げて説明するこ
とを条件とする。 

 
★（思・判・表）筆者の論理の展開について考え、
「理由づけ」が適切かどうか地球とイースター島
の共通点の妥当性を示して、自分の考えを書くこ
とができる。〔ワークシートの記述〕 

全
体 
 
個 
 
ペ
ア
等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全
体 

30 

終

末 

４ 筆者の意見の「納得度」とその理由を書く。 
【予想される生徒の反応】 
・根拠がしっかりしていて、主張もはっきりしていた
ので、納得度は高かったが、理由づけを考えた
ら納得いかない点がいくつか出てきた。 
・理由づけを考えると、根拠と主張がつながって
いると感じたので、納得度は上がった。 

 

５ 本時の振り返りを書く。 
 
 
 
 

〇本時の学びを通した自身の変容が明確になるよ
うにするために、本時を受けての「納得度」とその
理由を書く時間を設定する。 

 

 

 

 

○本時の学びを自分事にするために、振り返りを記

入するように指示する。 

個 
 
 
 
 
 
 
 

個 

５ 
 
 
 
 
 
 
 

５ 

 

めあて：筆者の意見とその根拠を結ぶ「理由づけ」に無理はないのか考えてみよう。 

まとめ例：筆者の理由づけには無理があると思う。なぜなら、イースター島と地球の共通点は部分的であり、イ

ースター島での事例をそのまま当てはめるのは、説得力に欠けると思うからだ。（まとめは、当日の

生徒の考えを用いて行うため、この限りではない） 

〈振り返って次へつなげる〉【期待する振り返り】 
視点B みんなと意見交流をしたことで、筆者の理由づけには無理があると思うようになった。根拠があれ

ばいいだけでなく、その根拠と意見がきちんとつながっていることが大切だと改めて分かった。 
視点Ｃ 今日まで学習で、モアイは地球の未来を語っていない気がしてきたので、それをきちんと文章でま

とめたい。 



第３学年１組 社会科学習指導案 

指導者  因幡 剛志 

１ 単元名 「私たちの暮らしと経済」 

 

２ 単元の目標 

（１）身近な消費生活を中心に経済活動の意義、市場経済の基本的な考え方、現代の生産や金融などの仕組みや働き

を理解することができる。                                                          【知識及び技能】 

（２）個人や企業の経済活動における役割と責任や個人や企業の経済活動における役割と責任について多面的・多角

的に考察し、表現することができる。                                       【思考力、判断力、表現力等】 

（３）社会的事象について、主体的に社会に関わろうとする態度を養うとともに、多面的・多角的な視点から消費者・生

産者・市場経済と金融について考え、主体的に社会に関わろうとする。           【学びに向かう力、人間性等】 

 

３ 単元で目指す生徒の主体的な姿 

３つの力 具体的な生徒の姿 

見通す力 
〇コンビニエンスストアの経営について自分の考えを持つとともに、経済の仕組みについて学習の

見通しをもっている。 

思考する力 〇自分たちの消費生活について、あらゆる立場から考えようとしている。 

つなげる力 
〇消費者・労働者（生産者）・市場経済の立場など、多面的・多角的な視点から自分たちの暮らしを

考え、豊かな社会を築くためにできることを表現しようとしている。 

 

４ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇身近な消費生活を中心に経済活

動の意義について理解している。 

〇市場経済の基本的な考え方につ

いて理解している。その際、市場に

おける価格の決まり方や資源の

配分について理解している。 

〇対立と合意、効率と公正、分業と

交換、希少性などに着目して、個

人や企業の経済活動における

役割と責任について多面的・多

角的に考察し、表現している。 

 

〇市場の働きと経済について、現代

社会に見られる課題の解決を視野

に主体的に社会に関わろうとして

いる。 

 

５ 単元計画 

段

階 
順 主な学習活動 教師の手立て 評価規準 

振り返り 

の視点 

導 

 

入 

１ 

コンビニエンスストアの経

営をする上で必要な学習

を考える。 

単元の全体の学習を見通しをもて

るようにするために、コンビニエンス

ストアの３つの候補予定地を考え、

経営を考える上で必要な学習を交

流し、単元計画をつくる。 

 

 

■コンビニエンスストア

の経営考えるにあたっ

て学習の見通しをもっ

ている。             【主】 C 

 

 

 

 

２ 

～ 

11 

第一次 「消費生活と経済」…５時間 

第二次 「生産と労働」…５時間 
 

単元を通した課題：長く利用されるコンビニエンスストアを経営しよう。 

 



 

 

 

 

 

 

展   

 

開 

 第三次 「市場経済の仕組みと金融」  

1２ 

本

時 

市場経済における価格の

決まり方を話し合う。 

需要量と供給量を関係付けて考え

ることができるように、ケーキの価

格について買い手と売り手の気持

ちを考え、買いたい量、売りたい量

の関係のグラフを示す。 

■需要量と供給量が一

致したときに、価格が

決まることを説明でき

る。 

【知・技】 

A・C 

1３ 

 

市場経済における価格の

働きについて考える。 

生産者と消費者の気持ちと希少性

とを関係づけて考えることができる

ように、年間を通じて価格変動する

〇〇の価格をグラフを使って説明す

る活動を設定する。 

■需要量と供給力が変

化することが価格に影

響していることを説明

できる。 

【知・技】 

A 

1４ 

貨幣の役割や金融の働き

についてまとめる。 

貨幣の役割と金融の仕組みとを関

係づけて考えることができるよう

に、直接金融と間接金融の違いや

共通点を整理し、貨幣や金融の役

割を出し合う場を設定する。 

■直接金融と間接金融

の違いについて株式

や金融機関を関連付

けて、説明している。 

 【知・技】 

B 

1５ 

銀行の仕組みと日本銀行

の役割について考える。 

銀行が果たす役割を整理できるよ

うに、銀行と日本銀行の働きを図を

使って確認する。 

■銀行が果たす役割に

ついて理解している。

【思・判・表】 

A 

1６ 

景気変動が社会や生活に

与える影響を考え、好景

気、不景気の状態を説明

する。 

景気変動と社会や生活の影響を

関係づけて考えることができるよう

に、不景気と好景気のときの日本

銀行の金融政策の資料を使って説

明する活動を設定する。 

★景気変動に対して、日

本銀行の金融政策と

景気との関係をそれぞ

れの役割と関連付けて

表現している。 

【思・判・表】 

B 

1７ 

～ 

2１ 

第四次 「財政と国民の福祉」…４時間 

第五次 「これからの経済と社会」…２時間 
 

終  

 

末 

2２ 

2３ 

長く利用されるコンビニエ

ンスストアを経営する場所

を考え単元の学習を振り

返る。 

コンビニエンスストアを構える３つ

の候補予定地を示し、持続可能

性，効率，公正，分業，交換の視点

からコンビニエンスストアが長く続

くには何が必要なのか考え交流す

る場を設定する。 

豊かな社会を築くために，どのよう

に経済に関わっていくべきか全体

を振り返る。 

★単元学習シートを活用

して単元学習前と後の

自分の変化を振り返っ

ている。    

【主】 

★経営活動について、多

面的・多角的な視点か

ら自分たちの暮らしを

考え、豊かな社会を築

くためにできることを

表現している。 

【思・判・表】 

C 

※評価規準の■は指導に生かす評価、★は記録に残す評価の規準を示す。 

 

 

 

 



６ 本時  令和７年１０月２９日（水） ５校時  ３年１組教室 

（１）主眼 

ケーキの価格の決まり方について、買い手の気持ちと売り手の気持ちとを関連付けて考える活動を通して、それぞれ

の気持ちが対立していることに着目し、買い手の気持ちと売り手の気持ちの合意によって価格が決まることを説明でき

るようにする。 

（２)展開  

 学習活動 指導上の手立て・配慮事項・評価 形態 配時 

導

入 

１ 本時学習の課題を確認し、めあてを設定す

る。 

 

 

（１）単元全体の振り返りシートを活用し、本時 

の学習内容を確認する。 

 

（２）経済の仕組みについて既習事項を確認す

る。 

 

 

 

〇売り手の気持ちだけで価格は決められないことに

気付けるように、ケーキの価格を決める過程を提

示し、ケーキの価格を変えていった売り手の気持

ちを出し合う中で、買い手の気持ちにも触れる。 

〇単元における学習全体を見通すことができるよう

に、単元全体の振り返りシートを使って学習内容

を確認する。 

〇市場経済の仕組みを改めて想起できるように、生

産者と消費者の関係や買う意思と売る意思との

合意によって売買契約がなされていることを確認

する。 

 

全

体 

 

 

全

体 

 

全

体 

 

3 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

展

開 

２ ケーキの価格をもとに買い手と売り手との気

持ちを整理する。 

（１）自分で立場を選択し、立場に応じた気持

ちを考える。 

（予想される生徒の考え） 

〈買い手〉 

 
〈売り手〉 

 
（２）自分とは異なる立場で気持ちを考えた人

と考えを交流し、価格を決める。 

 

 

（３）価格を決めた理由を全体交流する。 

 （予想される生徒の答え） 

・それぞれが納得するような価格に話し合って

決定する。 

・買い手と売り手が買ってもよい・売ってもよい 

と考える丁度いいところになる。 

 

 

〇立場を明確にして価格を考えることができるよう

に、ある地域のアンケート調査を提示し、買い手と

売り手の立場を自分で選択して学習支援ソフトに

考えを入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇買い手と売り手の気持ちが対立していることに気

付けるように、学習支援ソフト上に示された自分と

は異なる立場で考えた他者を選択して、適切な価

格を決定するように促す。 

〇買い手と売り手の合意によって価格は決まってい

ることを確認するために、価格を決めた理由を交

流し、決める上での共通点を整理する。 

 

 

 

 

 

個  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個  

 

 

 

全

体 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

めあて： 買い手と売り手の気持ちからものの価格がどのように決まるか説明できるようになろう。 



 

３ グラフを使って買いたい量と売りたい量を整

理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇買い手と売り手の合意した価格に気付けるように、

買いたい量と売りたい量のグラフを作成し、グラフ

の交点が「均衡価格」であることを定義する。 

 

全

体 

 

 

 

５ 

 

終

末 

4 学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

５ スーパーが閉店前に割引シールを貼る理由

を説明する。 

（予想される生徒の考え） 

・なるべくお店に売れ残りを出したくないのでお

店（供給側）は安くしてでも売りたいと考え 

 お客さん（需要側）は安いから買いたいと考 

 えるから。 

６ 本時学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒が自分の言葉で学習をまとめることができる

ように、めあてに戻り、文頭とキーワード「合意」を

提示する。 

 

 

 

〇本時の学習内容を活用できるように、身近な事象

（スーパーで閉店間際に割引シールを貼られた写

真）を提示し、まとめで示したキーワードを使って

説明するように促す。 

■（知・技）需要量と供給量が一致したときに、価格

が決まることを説明することができる。 

                             〔ワークシート〕 

 

〇自己の課題の達成度や次時に向けた活動の見 

通しをもつことができるように、価格がどのように 

決まり変化することがあるのかを提示する。 

全

体 

 

 

 

 

個  
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 〈振り返って次へつなげる〉 

  

【期待する振り返り】 

視点 A  モノの価格の決まり方がわかった。お米の価格があがっているのも均衡価格が関係して

いるのではないかと思いました。 

視点 C   買い手と売り手で価格が決まっているのはわかったけれど、季節によって野菜などの価

格が違うのはなぜだろうと思いました。 

まとめ： 

    価格は、買いたい量（需要量）と売りたい量（供給量）が合意したときに決まる。 

高い時は

あまり買

いたくな

い 

高い時に

たくさん

売りたい 



第 3学年 2組 保健体育科学習指導案 

指導者  江田 慎太郎 

１ 単元名 「器械運動（マット運動）」 

 

２ 単元の目標 

(1)技ができる楽しさや喜びを味わいながら、マット運動の特性や成り立ち、技の名称や行い方、その運動に関連して

高まる体力などを理解するとともに、自己に適した回転系の技を滑らかに安定して行うこと及びそれらを構成し

演技することができる。                                                          【知識及び技能】 

（2）技などの自己や仲間の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己の考

えたことを他者に伝えることができる。                                    【思考力、判断力、表現力等】 

(3）マット運動に自主的に取り組むとともに、よい演技を讃えようとすること、仲間の学習を援助しようとすること、一人

一人の違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなどや、健康・安全を確保したりしようとする。            

                                                                   【学びに向かう力、人間性等】 

 

３ 単元で目指す生徒の主体的な姿 

３つの力 具体的な生徒の姿 

見通す力 
○モデルの動きと自己の動き、過去と現在の自己の動きを比較し、動きの課題や高まりを見いだ

し、課題の解決につながる練習方法を選んでいる。 

思考する力 
○他者からのアドバイスを基に、選択した練習方法が課題の解決につながっているかを考えなが

ら、練習方法を工夫・改善している。 

つなげる力 ○技をよりよく行うための動きのコツや自己の動きの課題の達成度を記述している。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇回転系の技の名称や行い方、運動

観察の方法、体力の高め方などに

ついて理解している。 

〇回転系の基本的な技を滑らかに安

定して行うこと、条件を変えた技や

発展技を行うこと及びそれらを構成

し演技しようとしている。 

〇技などの自己や仲間の課

題を発見し、合理的な解決

に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに、自己の

考えたことを他者に伝えて

いる。 

〇マット運動に自主的に取り組むとと

もに、よい演技を讃えようとしたり、

互いに助け合い教え合ったりしてい

る。 

〇一人一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとしたり、健康・安

全を確保したりしている。 

 

 

５ 単元計画 

段

階 
順 主な学習活動 教師の手立て 評価規準 

振り返り 

の視点 

導 

 

入 

１ 

・発表会に向けて技の

モデルの動きを視聴

するなどし、学習の見

通しをもつ。 

〇学習の見通しをもつことができるよう

に、連続技の発表会を開くこと及び

評価のポイントについて説明し、モデ

ルの技の動きを動画で提示する。 

■連続技を行う上で、技

の名称や行い方、系統

性などについて理解し

ている。       【知】 

A 



２ 

・試技を撮影してモデ

ルの動きと比べ、自己

の動きを把握する。 

〇自己の動きを把握することができるよ

うに、模範演技と撮影した自己の演

技とを比較する活動を設定する。 

■モデルの動きに照らし

て、自己の動きを把握

している。【思・判・表】 

C 

展 

 

開 

３ 

・ 

４ 

・前転グループの技に

ついて、挑戦する技を

選択し、自他の動きの

課題解決につながる

練習方法を考え、アド

バイスし合いながら練

習をする。 

〇自他の動きの課題を発見することが

できるように、課題に応じたグループ

を提示し、撮影した動画を基に動きの

課題を共有する活動を設定する。 

〇課題に応じた練習方法を選択するこ

とができるように、場を工夫できる用

具を提示したり、HopＳｔｅｐＪｕｍｐシー

トとコツシートの活用などの学び方を

確認したりする。 

■自己や仲間の動きの

課題の解決に向けて、

練習方法を選択した

り、自己の考えを伝え

たりしている。 

【思・判・表】 

A・B 

５ 

・ 

６ 

・後転グループの技に

ついて、挑戦する技を

選択し、自他の動きの

課題解決につながる

練習方法を考え、アド

バイスし合いながら練

習をする。 

〇自他の動きの課題を発見することが

できるように、課題に応じたグループ

を提示し、撮影した動画を基に動きの

課題を共有する活動を設定する。 

〇課題に応じた練習方法を選択するこ

とができるように、場を工夫できる用

具を提示したり、HopＳｔｅｐＪｕｍｐシー

トとコツシートの活用などの学び方を

確認したりする。 

★マット運動に自主的に

取り組むとともに、よい

演技を讃えようとする

こと、互いに助け合い

教え合ったりすること

をしたり、健康・安全を

確保したりしている。 

【主】 

A・B 

7 

・ほん転グループの技

について、挑戦する技

を選択し、自他の動き

の課題を共有する。 

〇自他の動きの課題を発見することが

できるように、グループ内でモデルの

動きと自他の試技の映像とを比較し、

HopＳｔｅｐＪｕｍｐシートに練習方法を

書く活動を設定する。 

■自己や仲間の技を観

察し、動きの課題を発

見している。 

 【思・判・表】 

C 

８
（
本
時
） 

・ほん転グループの技

について、自他の動き

の課題に応じて練習

方法を工夫・改善しな

がら練習をする。 

〇互いに練習の様子を観察、助言した

りできるようにグループ活動の場を設

定する。 

〇課題に応じた練習方法を選択しやす

くするために、用具や場の工夫、Hop

ＳｔｅｐＪｕｍｐシートやコツシートを活用

しながら練習を行う時間を設定する。 

★自己や仲間の課題に

応じて練習方法を工

夫・改善したり、自己

の考えを伝えたりする

ことができる。 

【思・判・表】 

A・B・C 

9 

・ 

１０ 

・組合せに応じて挑戦

する技の条件を考え、

発表会に向けた演技

を構成し、練習を行

う。 

〇自己に適した技を選んで演技を構成

することができるように、技の静止や

組合せの流れに着目して「はじめ−な

かーおわり」の構成を考え、グループ

でアドバイスし合う活動を設定する。 

★一人一人の違いに応

じた課題や挑戦を大

切にしようとしている 

【主】 

C 

終 

 

末 

１１ 

・連続技の発表会を行

い、自己の動きの高ま

りやよりよい動きのコ

ツについてまとめる。 

〇よい演技を讃えることができるように、

お互いの演技のよさを共有する活動

を設定する。 

〇動きの高まりを実感することができる

ように、動画を基に学習前後の自己

の動きを比較する活動を設定する。 

★前転・後転・ほん転グ

ループの２つの技につ

いて、滑らかに安定し

て行っている。   

【知・技】 

B 

 
 
 



６ 本時  令和７年１０月２９日（水）５校時 伊方小体育館 
 
（１）主眼 
動きの課題解決につながる場をつくり「動きのポイント」に沿ってアドバイスし合う活動を通して、自己や仲間の課題

に応じて練習方法を工夫・改善し、自他の動きを高めることができるようにする。 
 
（２)展開 

 学習活動 指導上の手立て・配慮事項・評価 
形

態 

配

時 

導

入 

１ 準備運動をする。 

【準備運動（帯活動）】 
・ゆりかご 
・カエルの足うち 
・背支持倒立 

 
２ 前時を振り返り、本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 

〇ケガを予防するとともに、主運動につながる動きをつ
くることができるように、準備運動を行う。 

 
 
 
 
〇自己の動きの課題を把握することができるように、前
時の学習を振り返る活動を設定する。 

全
体 

10 

展

開 

３ 課題を解決するための学び方を考える。 
・身に付けたい「動きのポイント」の共有 
 （コツシート） 
・道具を使った課題解決の場の構想 
・課題に応じた練習方法の付加・修正 
 （Hop Step Jumpシート） 

 
 
 

 
 

４ 課題の解決に向けてグループで練習する。 

 

 

 

 

 

〇アドバイスの視点を明確にすることができるように、
それぞれが考えた「動きのポイント」を記入したコツ
シートを基にグループ内で動きの課題を交流する活
動を設定する。 

 
〇課題に応じた場をつくることができるように、使える
道具を提示し使う目的を確認する。 
【例】      ・空中や着地の姿勢を改善するために段差を 

作れる跳び箱 
     ・腰の位置を高くするための簡易高跳びバー 
     ・正しい位置に手足を着くためのラインテープ 
 
〇動きの課題の達成度を把握することができるように、
電子黒板で視聴できるモデルの動きの動画とタブレ
ットで撮影した自己の動きとを比較するよう助言す
る。 

 
〇練習方法を工夫・改善することができるように、「今
の場が『動きのポイント』を引き出すことにつながっ
ているか」という視点から、Hop Step Jump シート
の練習方法を付加・修正するよう助言する。 

 
 

個
・
グ
ル
ｌ
プ 

30 

終

末 

5 本時の振り返りを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇自己の課題の達成度や次時に向けた活動の見通し
をもつことができるように、「動きの高まり」と「練習
方法」を関係付けた話型を提示する。 
★（思・判・表）自己や仲間の課題に応じて練習方法
を工夫・改善したり、自己の考えを伝えたりしている。 

〔ワークシート］ 

全
体 

10 

 

めあて：    練習方法を工夫しながら、自分や仲間の動きの課題を解決しよう。 

【期待する振り返りの例】 
視点 A 側方倒立回転では、ゴム紐を使った練習は膝を意識する上で効果的だとわかった。 

 ロンダートでは、助走のホップを意識して勢いよく踏み切ることが大切だとわかった。 
視点 B 側方倒立回転では、回転する動きが課題だったけど、前回に比べてより膝を曲ばして 

 スムーズに回転する動きをつくることができた。 
 ロンダートでは、回転から着地が課題だったけど、体を伸ばしてひねる動きをつくること 
 ができた。 

視点 C 膝を伸ばして回転できたので、次回は両足できれいに着地できるように練習したい。 
       ひねる動きができたので、次は着地した後バランスをくずさず止まれるようにしたい。 

〈協動して課題解決する〉 

膝が曲がっていることがわかったのでゴム紐を使って

膝を伸ばす練習をしてみよう。 

・側方倒立回転では腰が上がっていないのであごを出

して目線はマットを心がけよう。 

・ロンダートでは低い姿勢での着地になっているので

マットで段差を作って練習してみよう。 

〈見通しを持つ〉 

ラインテープで着手の位置を揃えることで、真っすぐ

に回転する動きをつくれそうだ。（側方倒立回転） 


